
　
敬
罰
造
三
四
浄
土
寸
一
、
　
田
園
封
戸
奴
脾
等
納
奉
。
　
叉
㎝
敬
司
出
戸
丈
六
二

　
蠣
一
、
噌
久
崎
二
二
絵
種
々
輩
口
根
一
。
以
二
此
功
葎
悶
一
、
我
現
在
｛
父
母
六

　
　
　
　
ノ
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
親
巷
騰
等
爲
、
焼
目
流
触
法
一
罪
、
及
所
奉
危
物
返
取
滅
之
罪
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
じ

　
悉
欲
丁
贋
除
滅
、
面
尉
奉
彌
勒
一
、
聴
堪
聞
正
法
一
，
悟
二
無
生
忍
酷
、

　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
漣
成
丙
正
ム
畳
、
十
方
諸
佛
及
四
天
等
嘘
甲
。
三
二
至
誠
心
一
誓
罎

　
所
レ
出
一
二
寺
、
及
二
二
叩
丈
六
、
い
更
ス
・
塩
倣
、
不
〆
流
、
不
γ
研
、
不

　
　
　
　
　
　
　

　
〆
焼
、
二
三
所
ド
納
種
々
諸
物
、
更
不
二
雛
二
一
、
不
γ
滅
、
不
レ
犯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

　
不
〆
謬
也
。
三
冠
正
身
、
三
一
後
嗣
子
孫
等
、
若
疎
肉
入
等
、
若

　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
シ
　
リ
　

リ
　
　
ル
　
ラ
バ

　
有
二
此
手
躯
丈
六
所
納
三
物
、
蓮
、
逼
、
取
、
月
一
有
二
如
〆
此
事
H

　
者
、
必
弓
田
γ
受
二
種
々
大
災
大
差
一
Q
（
下
略
）

ま
だ
此
の
外
に
も
、
是
に
類
し
た
語
を
繰
り
返
し
て
、
寺

物
を
犯
す
も
の
、
災
鍋
、
佛
を
恭
敬
す
る
も
の
三
腸
徳
を

く
だ
く
し
く
述
べ
立
て
、
居
る
の
で
あ
6
。
是
れ
蓋
し

此
の
寺
塔
退
し
、
寺
領
が
押
蒸
せ
ら
れ
、
寺
物
が
犯
用
さ

る
、
に
謝
す
る
、
寺
俗
等
の
最
後
の
悲
鳴
の
僻
で
あ
ら
ね

ば
な
ら
澱
。
一
雨
の
以
外
に
も
、
事
實
の
矛
盾
、
用
語
の

不
穏
二
等
、
指
摘
す
べ
き
甚
多
く
の
馬
脚
を
有
し
て
居
る

が
、
以
上
違
べ
た
研
…
だ
け
で
も
既
に
其
の
無
作
の
讃
媛
充

分
過
ぎ
る
程
で
あ
る
か
ら
、
狂
人
走
れ
ば
不
狂
人
ご
も
に

走
る
の
晒
を
避
け
て
、
大
抵
は
省
略
に
附
す
る
事
ビ
す

る
。

ポ
　
リ

ビ
オ
ス
の
史
風
㈲

丈
學
士
　
原

随

園

十
第
十
巷
彼
の
歴
吏
槻
、
そ
の
一
、

超
自
然
力
の
排
除
。

　
研
　
究
　
　
粛
リ
ビ
ナ
ス
の
吏
風
（
下
）

　
彼
の
歴
史
魏
、
翻
ち
彼
が
歴
史
事
件
を
ざ
う
見
た
か
ε

い
ふ
中
に
於
て
、
最
も
注
目
さ
る
、
の
は
、
歴
吏
事
件
が

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
四
三
　
（
五
二
三
）



　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
栄
サ
ぜ
す
ス
の
爽
風
（
下
）

進
行
す
る
所
の
動
因
に
就
い
て
の
考
察
で
あ
っ
た
。
彼
の

合
理
的
批
鋼
的
な
研
究
態
度
は
、
歴
史
事
件
の
解
決
を
ば

軍
に
偶
然
だ
こ
し
て
葬
り
去
る
事
を
許
さ
な
か
っ
た
。
彼

の
希
望
ご
し
て
は
、
事
實
の
奥
に
溜
む
動
機
、
原
因
に
ま

で
立
ち
到
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
固
よ
り
偶
然
で
は
な

い
か
ら
ε
い
っ
て
、
之
を
紳
の
カ
、
蓮
命
の
カ
に
　
蹄
す
る

と
い
ふ
事
も
、
彼
の
敢
え
て
せ
ざ
る
所
で
あ
っ
た
。
ス
キ

ゼ
ォ
に
毒
す
る
世
の
繊
評
が
、
動
も
す
れ
ば
、
彼
の
成
功

の
原
因
を
棘
の
カ
に
参
す
る
事
を
蓮
べ
て
、

　
「
彼
ス
キ
ビ
ォ
は
唯
一
個
の
蓮
命
の
寵
兇
だ
ミ
し
て
表
覗
さ
れ

　
る
。
彼
の
多
く
の
企
て
は
、
豫
期
に
反
し
、
叉
は
唯
だ
偶
然
に

　
よ
っ
て
出
減
た
が
の
如
く
に
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
郎
ち
、
幅
々

　
の
事
に
向
っ
て
熟
慮
の
後
行
動
す
る
人
蓬
よ
り
は
、
彼
は
一
層

　
狂
的
で
あ
り
、
驚
嘆
に
復
す
る
ε
考
へ
ら
れ
る
」
（
註
一
）

こ
い
ふ
て
居
る
Q
國
よ
リ
ポ
ヲ
ビ
ォ
ス
は
か
、
る
見
解
に

は
反
封
で
あ
っ
た
◎
彼
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
世
聞
の
批
評

家
も
、
自
然
的
な
合
理
的
な
解
鐸
を
認
め
て
は
居
る
。
け

　
　
　
　
　
　
　
第
照
號
　
　
　
四
四
　
（
玉
二
四
）

れ
こ
も
垂
々
そ
の
結
果
を
語
る
ご
い
ふ
場
合
に
は
之
を
捨

て
、
了
ふ
。
瘤
然
酌
な
解
騨
、
そ
れ
は
概
ね
入
間
的
な
卒

凡
な
結
果
に
流
れ
る
の
で
之
を
避
け
、
反
っ
て
殉
欄
の
筆

を
舞
は
し
て
紳
こ
か
幸
運
ご
か
に
そ
の
功
を
要
し
て
し
ま

ふ
の
が
常
で
あ
る
。
固
よ
b
歴
史
家
の
内
心
で
は
、
か
、

る
見
解
を
決
し
て
信
じ
て
居
る
の
で
も
な
く
、
從
っ
て
又

信
念
ご
は
矛
盾
…
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
關
ら
す
、

實
匝
瑳
表
す
る
時
に
は
、
原
因
を
超
虜
然
力
に
角
し
て
了

ふ
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
は
全
く
不
徹
底
な
態
度
だ
こ

彼
は
言
ふ
の
で
あ
る
。
（
譲
二
）

　
彼
膚
身
の
立
場
ご
し
て
は
、
飽
く
ま
で
も
運
命
の
カ
に

原
因
を
蹄
着
さ
せ
る
事
を
斥
け
る
。
そ
し
て
断
乎
ご
し
て

原
因
の
解
剖
を
舎
理
的
に
績
け
て
行
か
う
ご
す
る
。
個
々

の
事
件
は
必
ず
何
等
か
の
原
因
か
ら
越
っ
て
遡
る
ご
信
ず

る
の
で
あ
る
。
無
論
、
歴
吏
事
件
に
は
、
原
因
の
不
溺
な

場
合
も
あ
ろ
う
◎
偶
然
．
だ
こ
か
、
紳
秘
だ
と
か
思
は
る
、

場
合
も
あ
ろ
う
Q
然
し
そ
れ
は
若
干
の
例
外
た
る
に
過
ぎ



な
い
ε
い
ふ
の
で
あ
る
Q
そ
れ
を
入
々
は
喉
幸
蓮
こ
か
或

は
偶
然
ε
か
督
し
て
片
づ
け
て
し
ま
ふ
の
が
常
だ
こ
言
っ

て
居
る
。
（
謡
三
）
彼
の
心
持
は
、
歴
史
事
件
の
展
開
を
か

く
簡
軍
に
紳
秘
化
す
る
事
で
は
満
足
さ
れ
な
い
の
で
あ

る
。

　
「
自
分
は
實
用
的
歴
史
記
述
の
様
式
、
方
法
に
關
す
る
限
り
に

　
於
て
、
此
の
問
題
を
論
じ
た
い
。
入
々
は
、
癒
因
を
認
識
す
る

　
事
が
不
可
能
ミ
か
、
叉
は
困
難
な
る
続
合
に
は
、
藷
然
ε
し
て

　
是
を
憩
ε
か
蓮
命
ぐ
」
か
に
乱
し
た
が
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、

　
糠
綾
す
る
異
常
な
豪
雨
ミ
か
、
霧
雨
－
こ
か
の
場
合
、
そ
の
他
誌

　
し
く
打
ち
績
く
皐
魅
や
寒
氣
な
さ
の
た
め
に
、
穀
物
熟
せ
す
ε

　
い
ふ
よ
う
な
揚
合
、
或
は
一
三
的
な
怪
異
ミ
い
ふ
よ
う
な
血
合

　
の
如
き
、
そ
れ
等
の
原
因
が
容
易
に
見
出
し
得
な
い
ミ
い
ふ
揚

　
合
が
そ
れ
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
揚
合
に
は
勿
論
途
方
に
暮
れ

　
る
あ
ま
り
、
自
分
等
は
多
数
の
人
蓬
の
信
仰
に
從
ふ
者
で
あ
っ

　
て
、
犠
牲
所
藤
に
よ
っ
て
紳
意
を
な
だ
め
た
り
す
る
。
又
良
く

　
な
る
よ
う
或
は
災
厄
を
擁
ふ
た
め
に
は
、
吾
々
が
言
ひ
且
つ
甥

　
す
べ
き
事
を
伺
っ
て
も
見
る
。
然
し
乍
ら
扁
つ
の
事
件
の
温
風

　
　
　
第
十
巻
　
　
榊
緋
　
究
　
　
沸
り
鼠
オ
ス
の
史
風
（
下
）

な
り
動
機
な
の
を
獲
見
し
得
る
よ
う
な
揚
合
に
は
、
私
の
判
断

に
よ
れ
ば
恥
じ
て
之
を
沸
の
慮
に
持
っ
て
ゆ
く
べ
き
で
は
広

い
。
」
（
謎
謎
）

ご
言
っ
て
居
る
。

　
彼
は
か
く
の
如
く
、
超
唐
然
力
、
運
命
の
カ
を
、
歴
史

事
件
の
原
因
ご
し
て
取
扱
ふ
事
に
は
極
力
排
除
す
る
態
度

を
ご
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
飽
く
ま
で
も
歴
史
事
件
の

登
生
す
る
動
因
を
探
求
し
π
の
で
あ
る
。
是
は
、
彼
の
科

…
三
嘆
立
…
場
か
ら
、
帯
磁
然
そ
う
あ
る
べ
き
だ
こ
言
は
ね
ば
な

ら
澱
Q

　
又
二
一
か
ら
考
へ
れ
ば
、
彼
の
一
三
的
立
場
は
、
是
非

ご
も
超
富
然
帥
原
因
を
除
い
て
、
原
因
の
考
察
を
微
底
さ

せ
な
け
れ
ば
自
家
撮
着
に
照
る
の
他
は
な
い
。
歴
吏
事
件

が
若
し
偶
然
の
原
因
か
ら
獲
生
す
る
も
の
な
ら
ば
、
實
用

的
立
場
か
ら
は
歴
史
を
考
究
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
し

ま
ふ
。
歴
史
事
件
の
…
進
行
を
景
趣
的
ご
解
織
す
る
事
に
よ

っ
て
始
め
て
、
歴
吏
の
實
用
的
組
重
が
生
じ
て
來
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
四
五
　
（
五
二
五
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
ボ
リ
ビ
ナ
ス
の
吏
風
（
下
）

あ
る
。
さ
れ
ば
彼
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
か
く
歴
史
事
件

を
合
理
的
ご
演
繹
す
る
事
は
、
彼
が
必
然
赴
か
ね
ば
な
ら

組
。
結
局
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
註
五
）

　
註
闘
、
㌘
ピ
図
ρ
ド
　
　
　
　
　
　
　
論
叢
、
ま
畠
H
p
O
・

　
譲
蕊
、
娼
。
ド
い
ρ
囲
9
　
　
　
　
　
　
三
囲
、
受
．
剛
・
鴇
・
争

　
註
澄
、
。
団
ン
＜
p
ぎ
票
監
“
o
｝
）
・
簿
・
も
Q
・
◎
。
H
・

十
一

彼
の
歴
吏
掘
、
そ
の
二
、

始
源
ご
原
因
。

　
彼
の
昌
的
は
、
屡
々
繰
り
返
す
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
の
世

界
統
治
の
語
漏
を
探
う
、
殊
に
そ
れ
の
示
す
所
の
激
訓
を

求
め
ん
ご
す
る
に
在
る
。
そ
れ
故
に
、
彼
が
事
件
の
原
因

ご
由
來
ご
を
關
明
す
る
に
努
め
た
事
は
、
前
節
に
説
い
た

所
で
あ
る
。
彼
は

　
「
原
因
な
く
し
て
は
何
事
も
起
り
得
な
い
」
（
註
一
）

と
も
言
ひ
、
又
、

　
「
歴
史
の
最
も
本
質
的
な
る
部
分
ミ
し
て
、
吾
々
は
事
件
に
後
綾

　
す
る
も
の
S
、
之
に
同
俘
す
る
事
件
、
こ
、
及
び
殊
に
そ
の
原
器

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
圃
H
六
　
（
五
二
山
ハ
）

　
　
ε
を
附
説
…
明
す
る
」
（
註
二
）

こ
も
擁
し
て
居
る
○
如
何
に
彼
が
原
因
を
重
要
幌
し
て
居

る
か
が
解
る
。
「
何
時
、
如
何
に
し
て
、
如
何
な
る
原
因
か

ら
起
っ
て
居
る
か
」
こ
い
ふ
事
は
、
彼
が
屡
々
好
ん
で
設

問
す
る
所
で
あ
っ
た
。
（
註
三
）

　
而
し
て
彼
の
合
理
的
解
鐸
に
叢
れ
ば
、
「
先
行
す
る
も
の

は
後
綾
す
る
も
の
に
よ
っ
て
明
か
に
さ
れ
る
」
の
で
あ
る

か
ら
（
註
四
）
、
彼
は
事
件
の
結
果
か
ら
原
因
を
求
め
愉
そ
の

由
來
を
辿
っ
て
探
求
し
て
行
く
◎
郎
ち
言
行
的
に
原
因
を

求
め
て
行
く
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
因
果
の
系
列
を
遡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

っ
て
ゆ
く
ご
、
認
る
事
件
の
始
源
ご
及
び
事
件
の
原
因
ご

が
、
如
何
に
し
て
塵
別
さ
れ
る
か
と
い
ふ
問
題
が
旭
っ
て

來
る
。
又
此
の
黙
を
問
題
に
す
る
程
、
彼
は
原
因
ご
い
ふ

事
を
深
く
考
へ
て
居
た
の
で
あ
っ
た
。

　
「
凡
べ
て
の
企
て
の
始
め
ミ
は
、
既
に
決
定
し
た
事
の
費
行
に

　
到
る
第
叫
歩
で
あ
る
ミ
私
は
思
ふ
。
是
に
毒
し
て
原
因
ぐ
」
い
ふ

　
は
決
断
及
び
計
叢
を
起
す
所
の
も
の
で
あ
る
。
自
分
の
見
る
所



で
は
、
原
因
ミ
い
ふ
は
、
思
考
、
熟
慮
，
及
び
そ
の
際
企
て
ら

る
打
算
で
あ
り
、
叉
決
倒
、
決
心
、
に
到
ら
し
む
る
所
の
も
の

で
あ
る
」
（
註
五
）

ε
言
っ
て
居
る
。
是
に
因
れ
ば
、
始
源
ご
原
因
ご
は
明
か

に
匠
別
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
原
因
ビ
は
、
少
く
ε

も
個
人
の
行
動
の
原
因
ご
は
、
淡
漸
決
心
に
到
ら
し
む
る

も
の
で
あ
っ
て
、
入
の
心
理
的
動
機
に
他
な
ら
な
い
。

　
尤
も
彼
の
言
ふ
所
の
原
因
は
、
常
に
心
理
的
動
機
を
の

み
指
し
た
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
、
ア
カ
イ
や
入
が
ペ
ロ

ポ
ン
ネ
ソ
ス
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
原
因
を
以
て
、
彼
は

領
土
の
擾
張
都
市
の
矯
大
、
或
は
富
、
叉
は
入
民
の
勇
氣

に
寵
す
べ
き
で
も
な
く
、
さ
れ
ば
ご
て
偶
然
の
事
憐
に
饗

す
べ
き
で
も
な
い
ご
い
ひ
、
そ
れ
は
「
自
歯
ビ
李
等
、
　
一

言
に
し
て
い
へ
ば
、
眞
の
民
圭
政
治
は
、
他
の
何
慮
に

於
て
も
ア
カ
イ
や
人
の
所
に
於
て
成
立
せ
る
政
騰
よ
り
も

よ
り
純
に
實
現
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
」
ε
説
い
て
居
る

（
識
六
）
此
の
場
合
に
お
け
る
原
因
は
、
固
よ
り
心
的
動
機

　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
潔
コ
ビ
ナ
ス
の
奥
風
（
下
）

の
中
に
で
は
な
く
、
政
治
組
織
の
中
に
、
換
言
す
れ
ば
環

境
の
中
に
求
め
ら
れ
て
居
る
。
さ
れ
ば
彼
が
心
理
的
動
機

を
原
因
こ
し
た
の
は
、
圭
ご
し
て
入
間
の
行
動
に
つ
い
て

の
議
論
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
原
因
を
一
般
に
心
的
動
機

ご
し
た
ご
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
。
然
し
彼
が
原
因
を
考
察

す
る
に
、
富
ピ
か
領
土
ご
か
い
ふ
外
的
な
勢
力
を
原
因
こ

し
な
い
．
で
、
そ
の
勢
力
の
根
抵
こ
な
る
政
治
組
織
に
求
め

た
ざ
い
ふ
事
は
、
彼
が
皮
相
の
翻
察
よ
り
一
歩
を
…
進
め
て

更
に
深
く
且
つ
争
い
根
本
虚
に
到
ら
ん
と
す
る
意
昧
に
他

な
ら
な
い
。
政
治
組
織
こ
い
ふ
環
境
に
原
因
を
蹄
着
せ
し

め
、
｛
民
族
が
此
の
環
境
か
ら
持
績
的
に
精
紳
的
陶
冶
を

受
け
、
特
殊
な
傾
向
が
作
ら
れ
る
も
の
ε
前
腎
し
て
居
る

の
で
あ
る
。

　
彼
が
如
何
に
政
治
組
織
を
、
歴
史
の
原
因
こ
し
て
重
大

覗
し
た
か
と
い
ふ
事
は
、

　
「
國
家
の
螢
む
實
際
的
野
圖
の
凡
べ
て
に
於
て
は
、
そ
の
憲
法
の

　
形
式
を
以
て
、
成
功
ミ
失
敗
ミ
の
最
も
有
力
な
る
原
囚
ミ
見
倣

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
四
七
　
（
五
二
七
）



邑

　
　
　
第
十
．
魯
　
　
　
研
　
究
　
　
　
戴
リ
ビ
ナ
ス
○
更
風
（
下
）

　
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
註
七
）

こ
い
ふ
言
葉
に
依
っ
て
も
知
ら
る
＼
所
で
あ
る
。
然
し
、

特
に
第
六
懇
に
於
て
ロ
ー
マ
の
政
膿
論
を
試
み
て
居
る
事

に
よ
っ
て
一
暦
明
か
に
覗
ひ
得
る
。

　
此
の
第
六
憲
は
、
通
常
の
奥
實
の
記
述
ご
は
異
な
う
、

ポ
ジ
ゼ
ォ
ス
の
歴
史
申
、
最
も
特
色
あ
る
一
篇
で
あ
る
。

而
し
て
之
が
た
め
に
、
ニ
ッ
セ
ン
が
七
分
説
の
一
つ
の
論

慷
こ
し
た
事
は
既
に
轟
き
に
述
べ
た
所
で
あ
る
（
第
四
館
峯

照
）
。
此
の
篇
は
、
最
初
五
憲
の
小
段
落
を
な
す
も
の
で

あ
り
、
彼
転
身
の
言
へ
る
如
く
、
特
に
ロ
ー
マ
の
琶
界
統

治
の
原
因
を
、
そ
の
卓
越
せ
る
政
治
組
織
の
中
に
求
め
、

讃
者
を
し
て
、
十
分
之
を
理
解
せ
し
む
る
事
を
目
的
ご
す

る
。
そ
れ
は
彼
の
歴
史
編
纂
の
計
書
か
ら
必
然
説
か
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
黙
で
あ
っ
て
、
初
め
の
五
懇
に
次
い
で
、
此
の

慮
で
ロ
ー
マ
の
政
治
組
織
を
詐
論
ず
る
の
が
、
最
も
適
當

だ
こ
考
へ
た
の
で
あ
っ
た
。
（
導
入
）

　
　
　
　
　
　
　
　
錨
鑓
號
　
　
　
無
涯
　
（
五
二
入
）

　
ポ
ジ
ビ
オ
ス
は
、
　
一
般
政
朧
論
よ
り
進
ん
で
、
政
膿
の

輪
廻
を
説
き
、
ロ
ー
マ
政
騰
の
優
秀
な
る
瓢
に
論
及
し
て

居
る
。
國
家
に
は
三
王
馬
貴
族
、
入
髪
の
三
要
素
が
あ
り

（
註
九
）
之
に
從
っ
て
王
政
、
貴
族
政
治
．
民
主
政
治
の
基

本
的
三
形
式
が
生
す
る
。
之
が
亜
花
す
る
ご
そ
れ
一
潜

圭
政
治
、
寡
頭
政
治
、
衆
愚
の
政
治
こ
な
る
。
政
禮
は
か
く

て
統
計
六
種
こ
な
る
（
謎
一
〇
）
、
而
し
て
此
の
基
本
的
な
三

形
式
の
、
純
粋
軍
一
の
形
式
を
以
て
し
て
は
、
必
然
弊
害

が
俘
ふ
ご
い
ふ
の
で
、
相
互
に
補
助
し
制
交
し
得
る
混
合

制
が
最
良
の
政
禮
で
あ
る
ε
彼
は
漸
面
す
る
（
註
＝
）
。
而

し
て
此
の
黙
に
想
離
し
た
ス
パ
ル
タ
の
フ
コ
ル
ゴ
ス
の
制

度
は
、
實
に
超
人
的
事
業
だ
ε
聡
讃
し
て
居
る
（
註
一
二
）
o

　
噛
し
て
ロ
ー
マ
の
憲
法
は
、
ジ
コ
ル
ゴ
ス
の
憲
法
ご
同

様
に
混
合
制
で
あ
り
、
「
現
行
の
憲
法
中
最
善
の
も
の
」
で

あ
り
、
而
も
そ
れ
は
、
ス
パ
ル
タ
の
憲
法
の
如
く
に
、
輩
・

な
る
抽
象
的
推
論
の
結
果
で
は
な
く
、
幾
多
の
葛
藤
ご
経

験
ε
に
基
い
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
所
に
多
大
の
澱
訓



が
あ
る
ご
稽
し
て
居
る
（
註
コ
ご
）
o
然
し
ソ
コ
ル
ゴ
ス
の
法

は
、
國
家
の
安
全
ご
島
民
の
自
由
ご
を
確
保
す
る
こ
い
ふ

黙
か
ら
見
れ
ば
、
完
全
ご
思
は
る
、
け
れ
ざ
も
、
・
今
一
歩

を
進
め
て
、
國
力
の
嚢
展
こ
い
ふ
黙
か
ら
言
へ
ば
歓
隔
が

あ
る
（
単
一
四
）
。
此
の
意
味
に
当
て
、
ス
．
ハ
ル
タ
の
は
ロ
；

　
マ
憲
法
に
比
し
て
一
歳
を
毒
す
る
も
の
こ
思
考
し
た
。

　
又
四
三
一
五
入
節
に
は
、
諸
國
の
制
度
ご
ロ
ー
マ
の
そ

れ
ご
の
得
失
を
比
較
論
考
し
て
居
る
。
そ
の
際
ア
テ
／
ネ
ご

う
ー
ベ
ご
の
隆
替
は
、
特
殊
な
る
人
傑
の
カ
に
よ
る
の
で

あ
っ
て
、
憲
法
や
欄
度
の
た
め
で
は
な
い
巳
い
ふ
理
由
か

ら
、
之
を
論
ず
る
事
を
さ
け
て
居
る
（
註
一
五
）
o
又
導
き
に

♂
も
一
言
し
た
如
く
、
プ
ラ
ト
ン
の
理
想
論
は
、
抽
象
的
な

理
論
で
あ
っ
て
、
現
實
の
制
度
で
は
な
い
こ
い
ふ
故
を
以

て
、
省
略
に
從
っ
て
居
る
（
註
一
六
）
o
之
は
ポ
ソ
ゼ
ォ
ス
が

飽
く
ま
で
も
、
更
實
に
擦
ら
ん
ご
す
る
傾
向
、
又
特
殊
幽

趣
外
的
な
も
の
を
捨
て
、
、
｝
般
的
普
遍
的
な
事
實
か
ら

薮
訓
を
見
出
さ
う
ご
企
て
た
事
が
、
よ
く
理
解
さ
れ
る
の

　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
瀞
リ
ビ
ナ
ス
の
窺
風
（
下
）

で
あ
る
。

　
倫
ほ
ボ
ソ
ゼ
ォ
ス
は
、
　
一
九
一
四
二
節
に
於
て
、
ロ
ー

　
マ
の
兵
剃
ご
賞
罰
の
方
法
を
説
き
、
ロ
ー
マ
軍
の
勇
敢
な

る
淵
源
を
斯
に
求
め
、
最
後
に
五
唄
一
五
入
節
に
は
、
政

治
組
織
も
兵
制
も
共
に
、
管
ー
マ
が
カ
ル
タ
ゴ
の
そ
れ
よ

り
も
卓
越
し
て
居
る
事
を
比
較
論
評
し
、
以
て
ハ
ン
ニ
バ

ル
戦
役
を
叙
述
す
る
の
序
説
ビ
し
て
居
る
。

　
ボ
リ
ゼ
オ
ス
は
、
そ
の
歴
史
の
實
用
的
演
的
に
癒
じ
て

機
愈
あ
る
毎
に
、
諸
國
の
政
治
紐
織
の
学
際
に
就
い
て
得

、
失
を
論
b
、
國
民
へ
の
警
告
ε
な
し
、
或
は
η
ー
マ
の
嚢

展
の
由
凍
に
鑑
み
て
ギ
ソ
シ
や
巻
斗
民
を
鼓
舞
し
て
居
る

吾
々
は
此
の
篇
に
於
て
る
彼
の
愛
國
的
下
情
の
ほ
ざ
ぱ
し

る
の
を
戚
す
る
。

　
要
す
る
に
此
の
一
窓
に
は
、
彼
の
桜
皮
魏
が
極
め
て
明

瞭
に
示
さ
れ
て
居
る
。
此
の
黙
か
ら
言
へ
ば
、
第
六
懇
は

實
に
全
篇
の
眼
目
で
あ
る
ご
言
っ
て
も
妊
い
。
後
に
マ
キ

ヤ
ヅ
ェ
ル
ソ
が
、
　
フ
ロ
レ
ン
ス
更
の
殆
ん
ざ
各
章
の
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
四
九
（
薫
ご
九
）



　
　
9
第
十
巻
　
　
獅
　
究
　
　
ボ
3
ビ
ナ
ス
の
更
風
（
下
）

毎
に
史
論
を
試
み
、
之
を
歴
史
事
賞
に
よ
っ
て
裏
付
け
楼

こ
し
た
態
度
ご
，
劉
照
し
、
考
察
す
る
時
、
吾
々
は
極
め

て
興
趣
の
深
き
を
雄
ゆ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
吾
々
は
、
ポ
ソ
ゼ
オ
ス
の
歴
史
の
第
六
窓
に
就
い

て
の
解
説
が
、
多
少
長
き
に
亘
り
…
過
ぎ
た
事
を
戚
す
る
が
、

兎
に
角
彼
が
、
或
は
心
的
動
機
の
中
に
、
或
は
特
に
政
治

組
織
こ
い
ふ
よ
う
な
環
境
の
中
に
、
歴
史
の
原
因
を
求
め

た
事
は
注
爵
す
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
原
因
を
始
源
か
ら

優
亡
し
た
こ
い
ふ
事
は
、
彼
が
事
件
の
由
來
を
探
る
に
當

っ
て
も
、
唯
機
械
的
に
因
果
の
系
列
を
辿
り
、
表
葱
的
に

遡
り
得
た
こ
い
ふ
演
算
だ
け
で
満
足
し
な
か
っ
た
が
た
め

で
あ
る
。
郎
ち
一
履
…
深
い
根
底
の
上
に
事
件
の
動
機
を
立

た
し
め
ん
ご
す
る
意
魑
に
他
な
ら
な
い
。
更
に
言
へ
ば
、

歴
史
事
件
の
必
然
性
を
、
深
刻
に
探
求
し
、
飽
く
ま
で
も
、
「

事
件
の
興
實
の
姿
を
つ
き
ご
め
ん
ε
し
た
が
た
め
に
、
凄

然
超
る
べ
き
思
索
の
撹
程
で
あ
っ
た
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
第
韻
號
　
　
　
五
Q
　
（
五
三
〇
）

　
雌
の
黙
に
も
吾
々
は
、
ポ
ジ
ビ
ォ
ス
の
研
究
態
度
が
愼

重
で
あ
る
事
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
然
し
彼
が
あ
ら
ゆ
る

事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
を
求
め
て
巳
ま
す
、
之
に
向

っ
て
彌
々
遡
れ
ば
遡
る
に
從
ひ
、
又
彼
が
深
く
入
れ
ば
入

る
程
、
ム
ー
の
べ
た
程
度
に
｛
女
住
す
る
畜
Ψ
は
許
さ
れ
な
い
。

彼
の
態
度
は
更
に
此
の
上
二
段
に
…
進
ん
で
行
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
【
っ
は
、
原
因
の
考
究
を
臼
然
的
に
探
っ
て
是
以

上
、
如
何
な
る
瓢
ま
で
推
し
進
め
得
る
か
ご
い
ふ
事
、
即

ち
原
因
の
鰭
着
黙
の
問
題
で
あ
う
、
こ
つ
に
は
是
と
關
聯

し
て
、
3
5
的
動
機
、
環
境
等
の
諸
原
因
の
他
に
、
更
に
そ

の
原
因
の
根
底
に
猶
ほ
何
等
か
の
カ
、
超
自
然
的
な
作
用

起
ち
運
命
こ
も
名
づ
く
べ
き
程
の
カ
を
、
認
む
べ
き
か
否

か
の
問
題
が
そ
れ
で
あ
る
。

註
口
、
勺
。
ド
ρ
い
◎
。
・

譲
三
、
帥
三
島
駅
い
G
。
・
o
｛
ρ

註
誠
、
断
露
偶
．
匂
。
“
q
・

註
敷
、
葭
畠
・
◎
H
・

註
九
、
胃
o
H
層
ρ
コ
．

　
註
轟
、
帥
窪
ら
．
し
。
”
鴇
．

　
註
臨
、
節
斜
ω
”
9

　
謎
六
、
節
9
ρ
い
◎
◎
・

　
註
《
、
陣
三
q
・
O
●
H
●

註
四
◎
、
岡
三
9
P
轟
．



註
一
国
、
納
三
飾
・
P
同
9

誼
［
三
、
μ
ぴ
答
9
錠
・

…
証
剛
置
、
帥
【
）
剛
（
ド
ρ
ホ
・

註
ご
口
、
皆
坤
臨
・
P
島
9

註
剛
囲
、
謹
自
●
9
轟
G
。
1
蝋
。
●

註
剛
六
、
凶
玄
島
●
ρ
鳶
・

十
二
、
彼
の
歴
史
観
、

　
　
　
原
因
ご
環
境

そ
の
三
、

　
歴
史
の
動
作
者
は
入
聞
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
の
原
因
を

求
め
て
心
理
的
鋤
機
に
在
り
こ
す
る
の
は
、
極
め
て
合
理

的
な
解
決
法
で
あ
っ
た
Q
け
れ
ざ
も
歴
吏
事
件
を
更
に
考

察
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
原
因
を
2
5
埋
的
な
動
機
に
鰭
着
す

る
事
に
よ
っ
て
、
十
分
満
足
さ
れ
た
こ
は
言
ひ
得
な
い
。

さ
れ
ば
、
先
き
に
も
一
言
し
た
如
く
、
彼
は
政
治
組
織
こ

い
ふ
よ
う
な
環
境
を
も
毒
忌
し
だ
。

　
實
際
、
心
理
的
働
機
も
、
之
を
一
層
深
く
考
へ
て
行
べ

ご
、
入
間
性
そ
の
も
の
が
元
來
一
律
に
は
論
じ
難
い
。
入

興
の
性
格
は
多
種
多
機
で
あ
う
、
同
一
の
入
に
於
て
も
、

そ
の
心
性
の
差
動
は
、
時
ご
場
合
ご
に
よ
っ
て
千
差
萬
刷

で
あ
る
。

蛾
ザ
十
谷
　
　
研
　
燈
㎝
　
　
激
リ
ビ
ナ
ス
の
・
奥
風
（
下
）

「
入
闘
の
素
質
は
、
翠
に
肉
膿
的
二
丁
に
於
て
の
み
な
ら
す
払

精
瀞
土
竃
係
に
於
て
も
亦
、
多
種
多
識
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
岡

蝋
の
入
で
も
種
々
雑
多
な
る
問
題
に
つ
い
て
、
三
物
に
は
よ
く

通
じ
、
或
物
に
は
無
能
で
あ
っ
た
り
す
る
。
の
み
な
ら
す
、

類
似
の
間
題
に
於
て
も
、
同
一
人
が
時
に
最
も
よ
く
洞
察
す

る
事
も
あ
り
、
時
に
は
全
然
無
理
解
で
あ
る
事
も
あ
る
。
叉
或

時
は
最
も
大
謄
で
あ
り
、
或
時
は
最
も
臆
病
で
あ
っ
た
り
す

る
」
（
歩
一
）
。

　
右
の
一
稼
に
よ
っ
て
も
知
ら
る
、
如
く
、
入
の
性
格
の

複
雑
な
る
事
、
及
び
同
「
入
の
行
動
ε
雛
も
、
晴
ご
場
合

ご
に
よ
っ
て
は
、
登
動
の
具
合
が
異
な
る
事
を
認
め
て
居

た
事
が
解
る
。

　
此
の
人
間
の
複
雑
な
る
心
的
傾
向
は
、
然
し
、
環
境
の

支
配
を
う
け
て
、
多
少
持
績
的
な
規
定
を
蒙
る
ご
彼
が
考

へ
た
事
は
、
既
に
先
き
に
一
言
し
た
所
で
あ
る
。
け
れ
ざ

も
此
の
．
他
に
、
刷
了
が
決
断
を
す
る
ま
で
に
は
、
刷
に
叉

刹
那
的
に
、
種
々
な
る
外
的
制
約
を
う
け
る
の
で
あ
る
。

彼
は
日
ふ
。

第
四
號

玉
U
　
（
五
三
一
）



6

　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
ポ
”
ビ
貢
ス
の
史
風
（
下
）

「
λ
々
は
、
隣
に
友
人
の
門
司
に
よ
り
、
時
に
は
事
補
の
憂
化
に

よ
っ
て
、
幾
重
に
も
束
縛
さ
れ
、
懲
己
の
心
持
に
反
し
函
↑
る
言

動
を
な
す
事
が
あ
る
」
（
註
二
）

　
ご
。
此
の
黙
も
亦
大
に
ッ
キ
ヂ
デ
ス
に
似
て
組
心
で
あ

㍉　
る
。
（
註
三
）

　
　
か
く
の
如
く
、
心
理
等
温
機
そ
の
も
の
さ
へ
も
、
環
境

　
か
ら
、
持
績
的
な
、
又
突
登
的
な
、
二
重
の
支
配
を
受
け

　
る
ε
す
れ
ば
、
そ
し
て
先
き
に
も
言
へ
る
如
く
事
件
が
全

　
く
偶
登
的
で
な
い
こ
す
る
な
ら
ば
、
一
つ
の
事
件
の
原
因

　
を
求
め
る
爲
め
に
、
更
に
心
的
動
機
よ
り
遡
っ
て
、
原
因

　
の
原
因
を
省
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
或
は
彼
は
、
必
然

　
的
に
事
件
を
指
導
す
る
カ
が
あ
る
ご
考
へ
た
か
ざ
う
か
。

　
そ
れ
が
問
題
で
あ
る
。
帥
ち
彼
は
、
超
禽
然
力
を
携
斥
し

　
乍
ら
、
而
も
窮
極
に
著
て
、
紳
の
力
若
し
く
は
辞
命
の
力

　
ご
も
名
く
べ
き
も
の
を
認
め
た
か
ざ
う
か
。
若
し
認
め
た

　
ピ
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ご
歴
史
事
倖
の
合
理
的
解
鐸
こ
の

　
醐
係
は
ご
う
解
決
し
た
か
。
是
が
次
の
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
五
二
　
（
五
三
二
）

誰
剛
、
蒙
剛
＝
ゴ
。
◎
’
　
謎
二
、
一
》
○
碧
9
p
p
　
霞
漏
悶
㎜
、
ρ
’
剛
罎
3
＆
（
ぎ
も
。
”
メ
σ
σ
．

　
　
二
・
キ
ヤ
ス
が
シ
チ
リ
ヤ
か
ら
本
醐
に
救
為
求
む
ろ
の
俊
者
に
霜
面
を

　
醗
ハ
へ
て
、
口
頭
で
俳
一
ろ
た
遽
ゆ
り
（
ム
O
・
て
れ
．
に
記
憶
に
錯
翻
訣
の
弧
肖
あ
る

　
の
み
な
ら
す
、
職
上
の
際
の
事
幣
に
よ
つ
て
に
、
使
潜
が
心
に
も
な

　
・
き
虚
｝
冨
為
叶
一
か
ぬ
ビ
、
も
限
・
り
ぬ
定
考
へ
糞
か
ら
だ
定
い
ふ
の
で
あ
ろ

　
彼
に
於
て
に
人
佳
の
解
翻
に
随
所
に
、
細
微
な
穿
っ
て
贋
る
〇

　
　
十
三
、
彼
の
歴
史
掘
、
そ
の
四
、

　
　
　
　
　
必
然
ご
運
命

　
ル
兀
さ
d
に
胤
逃
べ
た
る
伽
州
く
、
彼
は
、
一
歴
史
事
乱
野
を
偶
鉄
酷
ご

解
騨
せ
す
、
而
も
叉
、
融
ご
い
ふ
よ
う
な
超
自
然
的
勢
力

に
よ
っ
て
解
録
す
る
事
は
極
力
排
斥
し
た
。
然
ら
ば
、
彼

は
純
然
た
る
蓋
然
主
義
的
な
解
繹
を
執
っ
た
か
、
運
命
の

カ
は
全
然
認
め
な
か
っ
た
か
、
こ
い
ふ
と
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
原
字
に
つ
い
て
も
，
種
々
な
條
件
を
探
り
出
ぎ
う
と
す

る
程
で
あ
る
か
ら
、
彼
が
時
の
流
れ
の
持
つ
所
の
偉
大
な

る
カ
を
認
め
．
之
を
無
号
す
る
事
が
由
掲
來
・
な
か
っ
た
の
は

蓋
し
當
然
、
こ
い
ふ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
入
生
に
お
け
る
刹
那

ぴ



、

萎
々
の
事
件
が
、
端
睨
す
べ
か
ら
ざ
る
と
共
に
．
（
註
こ

比
較
的
長
時
問
の
中
に
起
る
所
の
、
榮
枯
盛
衰
の
逃
に
も

驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
彼
は
一
斗
の
興
亡
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
が
動
か
し
難
い
或
る
カ
に
よ
っ
て
左
右
せ
ら
る
、
ε

考
へ
て
居
た
。
印
ち
そ
れ
は
、
蓬
命
の
カ
の
故
ご
考
へ
た

の
で
あ
る
。
響
き
に
引
用
し
た
第
一
憲
第
四
節
に
見
ゆ
る

思
想
の
如
き
は
、
そ
れ
で
あ
る
。
「
蓮
命
は
。
凡
べ
て
の
田

摩
事
を
、
　
一
勲
に
向
ふ
よ
う
に
方
向
を
定
め
、
尊
べ
て
は

必
然
に
一
つ
の
目
的
に
向
っ
て
覇
か
さ
れ
る
」
こ
い
ふ
て

居
る
。
η
ー
マ
の
世
界
統
治
も
亦
．
運
命
の
カ
で
あ
b
、

そ
の
質
ー
マ
も
亦
、
何
時
か
は
衰
へ
る
時
が
あ
る
ご
さ
へ

解
騨
し
て
居
る
。
そ
し
て
此
の
「
復
命
の
最
も
涙
手
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁

で
も
あ
り
、
同
時
に
最
も
激
訓
的
で
も
あ
る
、
働
き
方
に

就
い
て
、
そ
の
「
つ
の
特
徴
紛
な
見
本
を
見
逃
さ
な
い
よ

う
に
す
る
事
は
、
明
か
に
歴
更
家
ご
じ
て
の
彼
の
義
務
だ

ご
考
へ
る
」
ご
も
説
い
て
居
る
。
（
忌
避
）

　
か
、
る
患
想
は
、
マ
ケ
ド
ニ
ヤ
の
没
落
に
つ
い
て
も
示

　
　
、
第
．
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
前
噂
ビ
オ
ス
の
更
風
（
下
）

さ
れ
、
フ
ァ
レ
ロ
ン
の
人
、
デ
メ
ト
ソ
オ
ス
の
言
葉
を
引

用
し
て
居
る
。
デ
メ
ト
リ
オ
ス
の
言
葉
は
、
ア
レ
キ
ず
ン

グ
ー
が
、
ペ
ル
シ
ヤ
を
亡
ぼ
し
た
事
に
瀾
し
た
も
の
で
あ

る
。
即
ち
、

　
「
無
限
の
時
，
多
く
の
時
代
ε
い
は
す
、
唯
だ
吾
々
の
時
代
に

　
先
だ
つ
過
去
五
十
年
だ
け
で
も
心
に
描
く
入
に
は
、
蓮
命
が
如

　
何
に
残
酷
に
そ
の
力
を
示
し
た
か
章
認
め
ら
れ
よ
う
」
（
謎
三
）

ご
見
え
て
居
る
。
盛
者
必
衰
の
遡
法
は
、
僅
か
五
十
年
百

年
の
問
に
さ
へ
顯
は
れ
る
の
で
あ
る
。
ポ
ジ
ゼ
ォ
ス
に
よ

れ
ば
、
デ
メ
ト
リ
オ
ス
の
既
の
言
葉
は
、
神
の
ロ
か
ら
洩

る
＼
誓
言
の
如
く
で
あ
る
ご
言
ひ
、
千
分
が
マ
ケ
ド
ニ
ヤ

の
没
落
を
書
く
に
つ
い
て
、
全
く
無
医
…
心
に
聞
き
流
す
事

は
出
來
ぬ
言
葉
だ
ご
嘆
じ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
か
の
カ
ル
タ
ゴ
が
没
落
す
る
光
景
を
み
て
、
戚
慨
に
う

た
れ
た
所
の
ス
キ
ピ
オ
の
「
意
味
深
長
な
る
言
葉
」
を
以
て

得
意
の
繕
頂
に
於
い
て
、
自
分
の
各
戸
の
縛
向
を
思
ふ
ご

い
ふ
事
は
、
誰
で
も
が
、
容
易
に
言
ひ
得
る
事
で
は
な
い

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
五
三
　
（
五
三
三
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
　
ボ
リ
ビ
オ
ス
の
更
風
（
下
）

（
謎
四
）
こ
す
る
所
の
彼
ポ
ソ
ゼ
ォ
ス
は
、
濤
分
轡
ら
が
運

命
の
強
、
い
カ
を
認
め
た
も
の
こ
言
へ
な
い
で
あ
ろ
う
か

（
註
五
）
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
等
分
は
ボ
リ
ビ
オ
ス
が
超
自
然
力
を
俳
除
し
た
事
に
煽

て
、
叉
凡
べ
て
の
事
件
を
因
果
の
形
式
を
以
て
邉
求
し
よ

う
ε
し
た
試
み
に
向
っ
て
．
彼
の
科
學
朗
態
度
を
承
認
し

得
る
。
又
彼
が
軍
な
る
因
果
の
形
式
よ
り
も
一
歩
を
進
め

て
、
深
刻
に
心
理
を
解
剖
し
、
心
理
的
動
機
を
提
唱
す
る

に
於
て
、
ポ
ソ
ゼ
ォ
ス
の
繊
細
な
る
心
理
解
輝
が
決
し
て

ツ
キ
ヂ
デ
ス
に
劣
ら
ざ
る
事
を
賞
讃
し
た
い
ご
思
ふ
。
か

く
の
如
く
蛙
声
科
學
的
な
態
度
を
ご
る
ご
共
に
　
な
ほ
進

ん
で
彼
は
人
文
の
展
開
に
つ
い
て
一
個
の
歴
更
魏
を
建
て

た
の
で
あ
る
。
時
の
カ
の
偉
大
な
る
事
を
、
正
し
く
把
握

し
緩
解
し
た
の
は
、
彼
の
世
界
吏
的
態
度
ご
共
に
大
な
る

奪
敬
に
償
す
る
と
思
ふ
。
彼
は
決
し
て
ッ
キ
ヂ
デ
ス
に
比

肩
し
え
な
い
歴
史
家
で
は
な
い
ご
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
嫁

恥

い
。

¶

島’

第
四
號

玉
転
　
（
五
三
四
）

駐
轍
、
一
》
c
炉
ジ
羨
噛
　
　
　
　
　
　
　
譲
＝
、
ヲ
罪
が
轟
・

註
一
轟
、
豊
〔
r
呂
”
0
9
　
　
　
　
　
　
　
諮
瓢
脚
、
舅
。
ピ
い
O
”
や

註
灘
薯
野
φ
、
ち
や
。
搾
導
8
。
。
3
に
は
ポ
リ
ビ
ナ
ス
が
グ
ラ
ソ
ク
ス
兄

　
弟
の
改
草
よ
り
、
訂
…
マ
の
憂
滅
な
顕
想
し
六
も
の
亡
解
羅
し
て
贋

　
る
。
然
し
既
の
思
想
に
次
に
述
ぶ
る
輪
廻
の
思
想
か
ら
來
る
も
の
で

　
あ
り
も
面
し
て
輪
廻
の
思
想
に
目
前
に
見
え
し
ロ
ー
マ
欧
治
の
憂
化

　
か
ら
來
六
も
の
亡
墨
書
し
な
い
で
、
寧
ろ
そ
れ
に
暗
の
威
力
に
野
す

　
ろ
考
察
の
、
合
理
的
蹄
決
定
し
て
越
つ
六
ビ
解
卜
す
る
方
が
穏
鴬
で

　
に
あ
る
ま
い
か
。
継
ひ
目
前
の
審
・
・
實
か
ら
彼
の
儒
念
が
強
め
ら
れ
象

　
禦
為
許
容
す
ろ
定
し
て
も
G

十
四
、
彼
の
歴
覧
槻
、

　
　
　
輪
迦
の
思
想

そ
の
五
、

　
ボ
リ
ビ
ォ
ス
は
、
人
類
の
世
堺
に
お
け
る
盛
衰
興
亡
の

跡
を
、
忠
實
に
辿
っ
て
、
蒔
ε
い
ふ
自
然
の
偉
大
な
る
カ

を
知
る
に
劉
つ
た
の
で
あ
る
。
此
の
偉
大
な
る
時
の
カ
を

若
し
運
命
ご
呼
ぶ
事
が
許
さ
る
、
な
ら
ば
、
彼
は
蓮
命
の

カ
を
認
め
た
ご
い
っ
て
好
い
。
学
際
彼
は
之
を
運
命
ご
呼

ん
だ
の
で
あ
る
。
（
謎
一
）



　
飽
く
ま
で
も
、
合
理
的
立
場
に
絡
嫁
し
た
ツ
キ
ヂ
デ
ス

は
、
蓮
命
の
力
紳
の
カ
は
認
め
た
け
れ
ざ
も
、
最
後
に
は

歴
史
事
件
の
進
行
に
ε
つ
て
は
、
そ
れ
は
無
親
し
得
べ
き

も
の
ビ
解
輝
し
た
。
（
無
二
）
然
し
吾
が
ボ
ソ
ゼ
オ
ス
は
そ

れ
を
こ
う
考
へ
た
か
Q

　
ツ
キ
ヂ
デ
ス
は
、
歴
史
事
實
を
以
て
、
繰
り
返
へ
す
ε

は
考
へ
な
い
で
、
唯
類
似
し
た
現
象
が
漣
る
ご
思
惟
し
た

（
註
三
）
。
ボ
リ
ビ
オ
ス
は
、
歴
吏
事
件
の
間
に
輪
廻
を
認
め

て
居
る
。
前
者
は
墾
化
そ
の
ま
、
を
如
實
に
直
視
し
た
。

後
者
は
、
一
箇
の
歴
史
哲
學
に
よ
っ
て
養
化
を
大
窺
し
総

廠
し
だ
。

　
ポ
ソ
ビ
オ
ス
は
、
聴
き
に
述
べ
た
み
如
ズ
第
六
懇
に
於

て
、
官
ー
マ
の
政
禮
の
礎
遷
を
説
い
て
居
る
が
、
就
中
、
そ

の
九
笛
に
於
て
、
各
種
の
政
膿
が
逐
次
に
推
移
し
て
復
幽

す
る
ご
言
っ
て
居
る
Q
鱈
主
政
治
が
猫
裁
政
治
ご
な
れ
ば

貴
族
政
治
の
勃
興
ご
な
り
、
そ
れ
が
寡
頭
心
妻
に
陥
る
や

民
主
政
治
が
興
起
す
る
。
然
し
乍
ら
人
間
の
性
儲
の
常
ご

　
　
　
第
十
巻
　
　
研
兜
　
　
索
リ
ぜ
ナ
ス
の
更
風
（
下
）

し
て
、
入
は
い
つ
ま
で
も
自
由
ご
李
等
ご
の
境
地
を
以
て

は
満
足
し
な
い
。
彼
等
は
や
が
て
お
互
に
優
越
を
欲
す
る
。

例
へ
ば
、
富
を
以
て
榮
轡
を
得
る
者
も
あ
ろ
う
。
け
れ
ご

も
最
後
の
優
劣
は
、
動
物
的
な
腕
力
の
競
蒙
ピ
な
）
、
斯

に
君
主
濁
裁
政
治
が
復
館
す
る
こ
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
「
是
は
憲
法
の
輪
廻
で
あ
り
、
自
然
の
秩
序
で
あ
る
。
攻
農
は
自

　
然
の
秩
序
に
從
っ
て
鍵
化
し
、
そ
れ
ん
＼
を
経
過
し
て
ま
た
始

　
め
に
囲
溢
す
る
」
（
謎
四
）

と
い
ふ
て
居
る
Q

　
此
の
政
慌
の
回
蹄
、
帥
ち
輪
廻
ご
い
ふ
事
は
、
彼
に
於

て
は
軍
な
る
抽
象
的
な
議
論
で
は
な
く
し
て
、
歴
史
に
見

ゆ
る
實
際
だ
ε
信
じ
て
居
だ
。

　
「
導
べ
て
の
身
艦
ミ
同
綴
に
、
あ
ら
ゆ
る
國
家
、
及
び
政
治
組

　
織
に
於
て
も
、
自
ら
登
蓬
の
階
代
が
あ
り
、
次
い
で
全
盛
時
代

　
が
あ
り
、
や
が
て
嚢
亡
の
時
が
あ
る
」
（
二
五
）

ご
言
ひ
、
又
、

　
「
特
に
ロ
ー
マ
の
國
に
就
い
て
も
、
此
の
考
察
は
最
も
よ
く
認
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
五
五
　
（
五
三
五
）



　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
潔
写
ぜ
ナ
ス
の
史
風
ハ
下
）

　
ら
れ
る
。
そ
の
成
立
、
そ
の
嚢
蓬
、
み
隔
の
全
盛
、
窯
初
に
叉
二
塁

　
の
立
場
か
ら
蒋
蒸
器
落
す
る
ε
い
ふ
事
も
最
も
よ
く
認
め
ら
れ

　
る
。
L
（
註
六
）

ご
臨
じ
て
居
る
Q

　
而
し
て
此
等
欧
府
の
秀
逸
ピ
し
て
は
、
洪
水
、
疫
．
蠣
、

凶
作
等
の
原
因
で
、
入
類
が
絶
滅
に
近
づ
く
時
、
本
能
蘭

に
團
結
し
て
、
種
の
保
存
を
螢
む
所
に
在
り
ご
考
へ
て
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

る
。
（
註
七
）
此
の
瓢
に
於
て
、
彼
が
飽
く
ま
で
も
、
虜
然

一
義
一
己
繹
を
欲
し
て
居
た
事
は
明
か
で
あ
る
。
輪
…
廻
は

郎
ち
自
然
の
秩
序
な
の
で
あ
る
。
孚
ひ
難
き
．
抗
み
難
き

疇
の
カ
、
身
命
の
カ
に
よ
っ
て
示
さ
る
、
、
人
生
の
二
型

は
、
實
は
膚
然
の
秩
序
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
（
謎
入
）

　
　
　
　
　
　
　
　
策
四
仏
　
　
　
　
五
六
　
　
（
｝
ユ
三
山
ハ
）

い
ふ
偉
大
な
る
カ
を
認
め
た
。
然
し
そ
れ
さ
へ
も
合
理
酌

な
虞
然
の
秩
序
ご
解
鐸
し
た
の
で
あ
る
◎
歴
史
の
動
く
姿

を
、
輪
廻
こ
い
ふ
歴
史
哲
學
的
思
想
を
以
て
解
決
し
、
歴

奥
は
永
劫
に
輪
過
の
轍
の
上
を
動
く
ご
、
信
じ
た
の
で
あ

る
。
此
の
黙
か
ら
見
れ
ば
．
ポ
ジ
ビ
オ
ス
は
、
寧
ろ
ツ
キ

ヂ
デ
ス
よ
り
も
、
思
索
に
湿
て
、
　
一
歩
を
…
進
め
π
も
の
こ

言
っ
て
好
か
ろ
う
で
は
な
い
か
。

　
譲
岬
、
翰
。
霧
。
巨
詳
。
ワ
皇
・
幹
ゆ
鉾
　
　
護
二
、
懐
琶
畷
田
畠
β
評
。
き
い
・

　
　
　
回
。
皐
鵬
翼
　
　
　
　
　
　
　
　
舞
．
三
、
帥
咽
乙
・
凝
昌
・

　
註
四
、
団
。
｝
．
P
O
．
　
　
　
　
　
　
　
鍵
蕊
、
…
三
篇
・
ρ
い
目
・

　
註
六
、
凶
ご
鐸
P
O
●
　
　
　
　
　
　
　
註
記
、
団
C
ド
ρ
い
・

　
識
一
八
、
ツ
キ
ヂ
デ
ス
も
、
盛
艸
茨
あ
ろ
事
が
理
法
だ
蜜
考
ヘ
イ
、
ぽ
μ
居
ろ
。

　
　
（
炉
q
轟
．
）
然
し
ま
だ
輪
廻
の
思
想
に
現
情
れ
て
居
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
弓
）

　
之
を
要
す
る
に
、
彼
は
歴
史
事
實
を
確
實
に
、
因
果
の

關
係
に
於
て
把
握
し
た
。
そ
の
探
究
に
嘗
っ
て
は
、
深
く

心
魂
的
動
機
、
環
境
を
も
考
察
し
た
Q
而
し
て
か
、
る
膚

然
主
義
的
解
繹
を
以
て
も
全
部
を
謎
し
え
ざ
る
所
に
時
定


